
日本の今後の人口動態と国際人口移動①
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外国人入国超過数：16.4万人

（出生率：1.36）

日本人、外国人人口の推移（日本の将来推計人口（令和５年推計））

出典：国立社会保障・人口問題研究所 是川夕国際関係部長 作成資料

日本の将来推計人口（令和５年推計）
（令和５年４月公表）

1. 2020年国勢調査を基準人口とし2070
年までのわが国の将来人口（総人
口）を推計。

2. 出生、死亡について低位、中位、高
位の３仮定（計９シナリオ）を想定。

3. 外国人の入国超過数として163,791人
を仮定。

4. 2070年には総人口は86,996千人とな
り、その内、外国人人口は9,390千人
（対総人口比：10.8%）となる。

5. 前回推計と比較すると、2065 年時点
の総人口は前回 8,808 万人が今回
9,159 万人となる。

6. 総人口が１億 人を下回る時期は 2053 
年が 2056 年になり、人口減少の速度
はわずかに緩む。これは国際人口移
動の影響が大きい。

（前回 1.44）

（前回 6.9万人）

日本の人口減少は外国人の入国超過数の拡大により若干緩和。
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在留外国人数の推移

出典：出入国在留管理庁ＨＰ 令和６年末現在における在留外国人数について
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日本の今後の人口動態と国際人口移動②

外国人人口割合の比較
出所：OECD (2024)

日本の場合、今後、大幅に外国人を受け入れたとしても、総人口に占める割合は相対的に低い水準
にとどまる。
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3出典：国立社会保障・人口問題研究所 是川夕国際関係部長 作成資料



移民政策とは何か？－移民の定義

国際移民：「国境を越えた居住地の変更を伴う移動をする人」
（例：長期移民（１年以上）、短期移民（１年未満）、帰還移民、ノマド）（UN 1998）

移民の類型

移民の類型 定義

永住型移民
（permanent-
type migrant）

滞在期間、及び滞在期間の更
新回数に上限のない資格にて
滞在する外国人

一時滞在型移
民
（temporal 
migrant）

滞在期間、及び滞在期間の更
新回数に上限がある資格にて
滞在する外国人

出所：Lemaitre et al.（2007）

日本に居住する外国人の多くは国際的には「移民」と定義される。
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日本における移民の内訳（2023年6月末）
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